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◎廃棄率について
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注釈
※１　 医療機関の分類方法について

　・医療種別（★）・・・調査において「医療種別」項目に回答のなかった医療機関
　・三次救急（○）・・・三次救急を実施している医療機関
　・三次救急（★）・・・三次救急を実施していない医療機関

※２　｢医療種別使用量を控除した場合」とは、調査において回答のあった「血漿交換療法」または「生体肝移植」での

　　 「輸血管理料算定基準」に準じた計算式により算出した指標数値を指す。

医療種別使用
量を控除した

場合

医療種別使用
量を控除した

場合

0.24 0.18 0.16 0.28 0.28 0.14

評価指標

　評　価　指　標
（５　項　目）

300床以上
回答率：94.2％

（回答有：80病院 / 調査対象：85病院）

100床以上300床未満
回答率：91.1％

(回答有：113病院 / 調査対象：124病院）

平成29年 平成30年

※１

平成29年 平成30年

医療種別（○）
又は

三次救急（○）

（60病院）

医療種別（★）
+

三次救急（★）
（20病院）

医療種別
（○）

（10病院）

医療種別
（★）

(103病院）

①輸血療法委員会設置
　（設置率）
　(設置医療機関数)

【評価指標の考え方】 医療機関における輸血療法に関する評価・検討を行うため、輸血療法委員会の設置率の向上を図る。

②血漿製剤/赤血球製剤
　（使用量比率） 0.38 0.39 0.41 0.41

【評価指標の考え方】
循環血漿量補充、蛋白源としての栄養補給等の不適正な使用を抑制するため、赤血球製剤の使用量に対する血漿製剤の使用量
比率を下げる。

③アルブミン製剤/赤血球製剤
　（使用量比率） 1.36 1.30 1.34 1.34 0.93 1.13 0.95 1.11 1.11 0.91

【評価指標の考え方】
アルブミン製剤及び血漿製剤の使用総量を抑制するため、赤血球製剤の使用量に対するアルブミン製剤と血漿製剤の使用量比率
を下げる。　※アルブミン製剤は（ｇ換算/３）単位化。また、アルブミン製剤には加熱人血漿蛋白製剤を含む。

⑤アルブミン製剤の国内
　献血由来製品の使用割合
　（ｇ換算）

65.9% 67.2% 82.8% 86.6%

【評価指標の考え方】
蛋白源としての栄養補給、末期患者への投与等の不適正な使用を抑制するため、赤血球製剤の使用量に対するアルブミン製剤の
使用量比率を下げる。　※アルブミン製剤は（ｇ換算/３）単位化。また、アルブミン製剤には加熱人血漿蛋白製剤を含む。

④（血漿製剤+アルブミン製剤）
　　/赤血球製剤
　 （使用量比率）

1.75 1.69 1.75 1.76 1.18 1.31 1.11 1.39 1.39 1.06

医療種別（○）
又は

三次救急（○）
（60病院）

医療種別（★）
+

三次救急（★）
（19病院）

医療種別

（○）

（10病院）

医療種別

（★）

(93病院）

全血製剤廃棄率

【評価指標の考え方】
法律に基づく国内自給達成に向け、輸入への依存度の高いアルブミン製剤における国内献血由来製剤の使用割合の向上を図る。
※アルブミン製剤には加熱人血漿蛋白製剤を含む。

廃　棄　率

300床以上　（回答率：92.9％）
（回答数：79病院/調査対象：85病院）

100床以上300床未満　（回答率：83.1％）
(回答数：103病院/調査対象：124病院）

平成29年 平成30年 平成29年 平成30年

赤血球製剤廃棄率

血漿製剤廃棄率

血小板製剤廃棄率

全製剤合計廃棄率

　・医療種別（○）・・・調査において「医療種別」項目に回答のあった（「血漿交換療法」または「生体肝移植」を
　　　　　　　　　　　　実施していると回答のあった）医療機関

　  製剤使用量を全体の使用量から控除して算出した指標数値を指す。

※３　　各指標の計算式は、裏面のとおり。

平成30年輸血状況調査結果

※３



医療種別
使用量を
控除した
場合

0 0 0 0 0
0 0 0 28121.5 28121.5

0 28121.5 28121.5
0 0 0 21713.17 21713.17

-164962 164961.5 84364.5
65139.5

0 0 0 0

0 0

0 0 0 0

0

（血漿製剤総使用量－「血漿交換療法」で使用した血漿製剤／２）

（血漿製剤総使用量－「血漿交換療法」で使用した血漿製剤／２）＋
（アルブミン総使用量－「血漿交換療法」で使用したアルブミン）

赤血球製剤＋全血＋自己血

（血漿製剤総使用量－「血漿交換療法」で使用した血漿製剤／２）

赤血球製剤＋全血＋自己血－（「血漿交換療法」で使用した赤血球製剤）

（アルブミン総使用量－「血漿交換療法」で使用したアルブミン）

赤血球製剤＋全血＋自己血－（「血漿交換療法」で使用した赤血球製剤）

（血漿製剤総使用量－「血漿交換療法」で使用した血漿製剤／２）＋
（アルブミン総使用量－「血漿交換療法」で使用したアルブミン）

赤血球製剤＋全血＋自己血－(「血漿交換療法」で使用した赤血球製剤）

赤血球製剤＋全血＋自己血

の算出式A

の算出式B

の算出式C''

の算出式C

の算出式C'

100% 100% 94.4% 93.8%

82病院 80病院 102病院 106病院

0.24 0.16 0.16 0.28 0.28 0.14

①輸血療法委員会設置
　（設置率）
　(設置医療機関数)

【評価指標の考え方】 医療機関における輸血療法に関する評価・検討を行うため、輸血療法委員会の設置率の向上を図る。

②血漿製剤/赤血球製剤
　（使用量比率） 0.42 0.41 0.44 0.44

【評価指標の考え方】
循環血漿量補充、蛋白源としての栄養補給等の不適正な使用を抑制するため、赤血球製剤の使用量に対する血漿製剤の使用量比率を
下げる。

③アルブミン製剤/赤血球製剤
　（使用量比率） 1.38 1.34 1.40 1.40 0.93 1.12 0.95 1.11 1.11 0.91

【評価指標の考え方】
アルブミン製剤及び血漿製剤の使用総量を抑制するため、赤血球製剤の使用量に対するアルブミン製剤と血漿製剤の使用量比率を下げ
る。　※アルブミン製剤は（ｇ換算/３）単位化。また、アルブミン製剤には加熱人血漿蛋白製剤を含む。

【評価指標の考え方】
蛋白源としての栄養補給、末期患者への投与等の不適正な使用を抑制するため、赤血球製剤の使用量に対するアルブミン製剤の使用量
比率を下げる。　※アルブミン製剤は（ｇ換算/３）単位化。また、アルブミン製剤には加熱人血漿蛋白製剤を含む。

④（血漿製剤+アルブミン製剤）
　　/赤血球製剤
　 （使用量比率）

1.80 1.75 1.84 1.84 1.18 1.28 1.11 1.39 1.39 1.06

※３
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平成３０年輸血状況調査結果
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1000床以上 6 6 92,535.0 0 7,245.5 99,780.5 6 68,669.0 6 242,474.1 0.57 2.04 2.61 6 0 0 - 93,297.0 661.0 0.7% 69,672.0 770.0 1.1% 215,173.0 830.0 0.4%

700～999床 13 13 153,367.0 0 10,041.4 163,408.4 13 82,664.0 12 193,369.7 0.45 0.94 1.38 13 0 0 - 155,097.0 1,163.0 0.7% 85,001.0 770.0 0.9% 413,666.0 945.0 0.2%

500～699床 13 13 87,290.0 0 5,471.8 92,761.8 13 29,733.0 12 128,957.7 0.29 1.35 1.64 13 0 0 - 88,185.0 838.0 1.0% 30,337.0 496.0 1.6% 204,064.0 205.0 0.1%

400～499床 21 20 72,425.0 0 6,469.2 78,894.2 20 25,452.0 19 92,498.8 0.29 1.14 1.43 20 0 0 - 73,939.0 1,461.0 2.0% 25,966.0 498.0 1.9% 101,310.0 520.0 0.5%

300～399床 27 27 82,137.0 32.0 10,670.4 92,839.4 27 30,334.0 26 119,501.7 0.30 1.21 1.51 27 32 0 0% 84,409.0 2,094.0 2.5% 30,974.0 688.0 2.2% 131,595.0 400.0 0.3%

200～299床 31 30 42,803.0 0 4,721.0 47,524.0 28 10,047.0 30 58,877.8 0.20 1.04 1.24 29 0 0 - 44,334.0 1,745.0 3.9% 10,594.0 415.0 3.9% 33,010.0 190.0 0.6%

100～199床 82 75 52,276.0 0 2,568.3 54,844.3 56 7,228.0 74 47,638.9 0.13 0.87 1.00 74 0 0 - 56,199.0 2,546.0 4.5% 8,805.0 627.0 7.1% 37,740.0 400.0 1.1%

50～99床 123 108 39,336.0 0 3,694.3 43,030.3 43 10,284.0 83 36,945.0 0.24 0.86 1.10 98 0 0 - 33,422.0 1,001.0 3.0% 6,715.0 207.0 3.1% 14,720.0 40.0 0.3%

50床未満 213 114 15,527.0 0 806.0 16,333.0 21 1,581.0 73 20,378.0 0.10 1.21 1.30 106 0 0 - 14,303.0 453.0 3.2% 1,594.0 57.0 3.6% 7,793.0 0.0 0.0%

使用量・合計 529 406 637,696.0 32.0 51,687.9 689,415.9 227 265,992.0 335 940,641.7 0.34 1.21 1.56 386 32 0 0% 643,185.0 11,962.0 1.9% 269,658.0 4,528.0 1.7% 1,159,071.0 3,530.0 0.3%

※　評価指標②～④は、「赤血球製剤：全血製剤と自己血輸血分を含む」値、「血漿製剤：血漿交換療法で使用した血漿製剤量の1/2を差し引いた」値、「アルブミン製剤：血漿交換療法で使用したアルブミン製剤量を差し引いた」値。
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＋
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全血製剤 赤血球製剤

【参考】評価指標等　病床別詳細

調
査
回
答
病
院
数

使用量（単位換算） 評価指標②～④ 製剤別廃棄率

赤血球製剤
（全血製剤・自己血輸血含む）

血漿製剤 アルブミン製剤 血漿製剤 血小板製剤

東京都福祉保健局保健政策部疾病対策課

※


